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◎本日はお忙しい中、2016年3月期第1四半期決算説明会にご参加頂きまして、

誠にありがとうございます。

◎ それでは、決算のご説明をさせて頂きますので、最初にスライドの3ページをご覧ください。
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◎業績ハイライトです。

◎当第1四半期の営業利益は、前年同期から163億円増加して、167億円となりました。

純利益は、同48億円増加して、83億円となりました。

◎ EBITDAは、同166億円増加して、494億円となっています。

◎今年度計画として、過去最高の営業利益を目指すにあたり、

好調なスタートを切ることができました。

◎ 4ページをご覧ください。
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◎前のページでご説明した増益には、主力の航空事業が大きく貢献しています。

◎国内、国際旅客事業おいて、

それぞれ、収益性指標であるユニットレベニューの向上を中心に増収を果たした一方で、

燃油費については、約100億円の減少となりました。

◎ 5ページをご覧ください。



◎経営成績の概要です。

◎売上高は、前年同期から270億円、前年比 7パーセント増加して、4,138億円となり、

第1四半期として過去最高となりました。

営業費用は、同106億円増加して、3,971億円となりました。

◎ その結果、営業利益は167億円、経常利益は159億円、

親会社株主に帰属する四半期純利益は83億円となり、

それぞれ前年水準を上回る、大幅な増収増益決算となりました。

◎ 6ページをご覧ください。
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◎財政状態です。

◎総資産は、前年度期末より192億円減少して、2兆2,831億円、

自己資本は、同154億円増加して、8,137億円となり、

自己資本比率は、35.6パーセントとなりました。

◎有利子負債は、7,972億円となっており、

デット・エクイティ・ レシオは、1.0倍となっています。

◎ 7ページをご覧ください。
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◎キャッシュフローです。

◎営業キャッシュフローは、776億円の収入、

投資キャッシュフローは、90億円の収入、

財務キャッシュフローは、397億円の支出となりました。

◎設備投資額は、前年同期から59億円増加して、589億円となりましたが、

3ヶ月超の定期・譲渡性預金の資金移動を除いた投資キャッシュフローから算出する、

実質フリーキャッシュフローは、下から3段目に記載の通り、223億円となっています。

◎ 8ページをご覧ください。
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◎セグメント別の実績です。

◎航空事業に加えて、商社事業も増収増益となりました。

空港免税店の売上高が大きく増加するなど、

訪日需要の拡大が、商社事業にも追い風となっています。

◎続きまして、航空事業について、詳細をご説明しますので、10ページをご覧ください。
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◎航空事業における営業損益の、前年同期比較です。

◎売上高は、220億円の増加となりました。

国内旅客、国際旅客の増収に加え、

その他の項目に含まれるLCC事業の収入も、前年を大きく上回りました。

◎営業費用は、55億円の増加となりました。

収入連動費用や生産連動費用などが増加したなかで、

燃油費については、原油市況の下落により、前年から大きく減少しました。

◎以上により、営業損益は前年同期から164億円増加して、152億円となりました。

◎ なお、コスト構造改革については、計画通りに進捗しており、

当第1四半期において、60億円の削減を達成しています。

◎次に12ページをご覧ください。
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◎国内旅客の状況です。

◎左の図は、第1四半期の増収額、39億円の要因分析です。

◎旅客数要因では、10億円の減収となりました。

◎一方、単価要因では、昨年7月に実施した普通運賃改定による効果が継続していること、

割引運賃の柔軟な設定が効果を発揮したことなどによって、

50億円の増収となりました。

◎右の図でご確認いただける通り、

需要動向を見極めながら、生産量を抑制的にコントロールすることによって、

座席利用率は着実に向上しており、

当第1四半期の実績は、前年同期から2ポイント上昇しました。

◎ 14ページをご覧ください。
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◎国際旅客の状況です。左の図をご覧ください。

◎旅客数要因では、日本発の業務渡航需要が堅調に推移したことに加え、

訪日需要や三国間需要を着実に取り込んだことで、140億円の増収となりました。

◎一方、単価要因では、

燃油サーチャージ収入の減少や、客体・路線構成の変化による影響があるなかでも、

良好な需要動向を背景に、イールドマネジメントを徹底することで、

40億円の減収に留めました。

◎旅客数の拡大について補足させて頂きます。15ページをご覧ください。



◎方面別の座席キロ、旅客キロの推移です。

各方面において、生産量に対し、順調に需要の摘み取りを行っています。

◎右上の中国方面のグラフをご覧ください。

当第1四半期の実績として、紺色でお示ししている旅客キロが、

前年から大きく増加していることを、ご確認いただけます。

旺盛な訪日需要が後押しとなり、海外販売が大幅に拡大しました。

訪日旅客の取り込みについては、中国方面のみならず、全方面において、

前年比で二桁以上の増加となっています。

◎ また、デュアルハブ・ネットワーク戦略のもと、

6月より新規開設したヒューストン線、増便したシンガポール線も合わせて、

成田空港を経由するアジア－北米間の需要獲得を推進しています。

◎昨年春から拡大した羽田発着路線を含めて、当社グループのネットワークが、

国内のみならず、海外マーケットにも、着実に浸透していると受け止めています。

◎ 18ページをご覧ください。
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◎国際貨物の状況です。左の図をご覧ください。

◎重量要因では、日本発着、三国間貨物ともに取扱重量が前年を下回り、

20億円の減収となりました。

◎一方、単価要因では、燃油サーチャージ収入が減少するなかでも、

海外販売における円安の効果や、国内販売での運賃改定によって、

15億円の増収となりました。

◎ 19ページをご覧ください。
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◎バニラエアの実績です。

◎第1四半期の座席利用率は、前年から大幅に改善して、83.8パーセントとなりました。

今年度の黒字化必達に向け、順調な滑り出しとなっています。

◎最後に、20ページをご覧ください。
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◎本ページには、航空事業以外の各報告セグメントの状況をお示ししていますので、

ご参照ください。

◎私からのご説明は以上です。

ご清聴ありがとうございました。
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